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≪十二年國民基本教育課程綱要:語文領域-第二外國語文≫

Level-1 之日語教材開發之試案 

-以台灣日語學習者之日常生活文脈為中心- 

 

羅曉勤 

銘傳大學應用日語學系副教授 

 

摘要 

歐州評議會在 2001 年發表了歐洲語言共同參考框架(簡稱:CEFR)， 

CEFR 是一個具有全球通用性的語言教學、學習及測驗學習者語言能力

的指導方針與行動綱領。台灣的 12 年國民基本教育的第二外國語課

綱，也導入 CEFR 的概念。但是，從 CERF 的中心理念［Can-do］來思

考台灣第二外國語課綱中關於日語教學的設計時，發現現下的課綱裏

似乎沒有提供台灣高中生日語使用場面及這些場面中符合各個能力級

別的語彙跟表現方式，因此造成教師在教學時，制定分級學習內容的

困難。有鑑於此，本研究以台灣高中日語學習者為對象，透過訪談先

整理其生活中實際使用日語的情況，並根據訪談結果設計問卷，再進

行大規模的問卷調查。調查結果，發現台灣高中的日語學習者，使用

日語最多的情況是閱讀漫畫。以日語使用的場面來看，則以[接觸次文

化、購物、旅行、飲食文化、國際交流、城市觀光]等為主。本論將依

此提出具體的教學內容，期待能提供給中等教育第二外語(日語)課程

設計上一個參考。 

 

關鍵詞:欧州語言共同參考框架、12 年國民基本教育、第二外語、 

   Can-do、日語使用場面 
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A Study on the Level-1 Japanese Material Design based on 

the Taiwanese 12-year Basic Education Curriculum: 

Centering on Senior High Japanese Learners’ Social 

Context 

 

Lo, Hsiao-Chin 

Associate Professor, Ming Chuan University, Taiwan 

 

Abstract  

Taiwan incorporate The Common European Framework of Reference 

for Languages into foreign language learning of its national educational 

program. But the concept of CEFR’s “can-do” statements generally lacks 

resonance in how designs it in the curricula, so that teachers of Japanese 

are ill-prepared to teaching. Hence, the purpose of this research—which 

involves interviews, questionnaires and data analysis—is to make 

informed suggestions as to how to revise curricula for foreign language 

studies courses such that the students in such courses are better taught 

how to apply their target languages in common, practical scenarios. Such 

findings further led me to lay out an approach to designing curricula that 

emphasizes the application of Japanese in situations common to the high 

school students who participated in the study—such as shopping, dining, 

traveling, sightseeing and interacting with native speakers in real-life 

scenarios. 

 

Key-words: The Common European Framework of Reference, 12-year 

Basic Education Curriculum, Japanese education, can-do 

statements, life context of Japanese learner in Taiwan   
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『十二年國民基本教育課程綱要:語文領域-第二外國語文』

における日本語 Level-1 の教材開発 

―台湾若年層学習者の社会・生活文脈を中心に― 

 

羅曉勤 

銘傳大学応用日本語学科准教授 

 

要旨 

2001年に欧州評議会がCEFRを公開したことは、社会の多言語化に

おけるさまざまな取り組みに幅広い変化をもたらし、外国語教育に

強い影響を与えた。なぜなら、CEFRに準拠した言語能力は、従来の

それとは大きく異なり、言語教育機関といった枠を超えて、共通し

た理解と認識に基づいて示されるものだったからである。そして、

こうした特徴は、2019年から実施予定の台湾12年間義務教育におけ

る第二外国語カリキュラムの策定にも影響を与えた。しかし、CEFR

でも取り扱われている「Can-do」の概念から考えるにおいて、「第

二外国語カリキュラム」における日本語教科デザインでは、台湾人

学習者の日本語の“実際”的な使用場面といった視点が十分ではな

いことと、学習の各場面や段階で示される表現や語彙の提示が不足

しているとの指摘がされている。こうした点を踏まえ、本論は、若

年層学習者の日本語使用場面をより具体化すべく、アンケート調査

により、カリキュラムに示す表現や語彙などの学習項目をより適切

で有用なものにすることの可能性を論じる。なお、結果としては、

学習内容をモジュール化した場合、「サブカルチャー・買い物・旅

行・食文化・国際交流・町案内」といったテーマが明らかになり、

こうした調査と検討を積み重ねながら、より身近で現実的なストー

リーに沿った教材のデザインを提案、実現したいと考える。 

キーワード:ヨーロッパ言語共通参照枠、12 年国民基本教育、 

           第二外国語、Can-Do statement、日本語使用場面 

台
灣

日
語

教
育

學
報

第
32

号
　禁

止
複

製



108 

『十二年國民基本教育課程綱要:語文領域-第二外國語文』

における日本語 Level-1 の教材開発 

―台湾若年層学習者の社会・生活文脈を中心に― 

 

羅曉勤 

銘傳大学応用日本語学科准教授 

 

1. はじめに 

科学技術の向上やグローバル化が進んでいる昨今、多変な社会に

適応できる人材の育成が大きな課題となっている。こうした中、台

湾では、基本教育の年限を従来 9 年から 12 年に延ばすことで、国民

のコンピテンシーや国家競争力の向上につながるとの考えから、

2014 年の「ホリスティック教育」に基づいて、以下のような教育理

念を持つ新指導要領≪十二年國民基本教育課程網要總綱≫(以下、

『十二年基本教育課程』とする)が公表された。 

基本理念本於「全人教育的精神，以「自發」、「互動」及

「共好」為理念，強調學生是自發主動的學習者，學校教育應

善誘學生的學習動機與熱情，引導學生妥善開展與自我、與他

人、與社會、與自然的各種互動能力，協助學生應用及實踐所

學、體驗生命意義，願意致力社會、自然與文化的永續發展，

共同謀求彼此的互惠與共好。依此，本課程綱要以「成就每一

個孩子—適性揚才、終身學習」為願景，兼顧個別特殊需求、

尊重多元文化與族群差異、關懷弱勢群體，以開展生命主體為

起點，透過適性教育，激發學生生命的喜悅與生活的自信，提

升學生學習的渴望與創新的勇氣，善盡國民責任並展現共生智

慧，成為具有社會適應力與應變力的終身學習者，期使個體與

群體的生活和生命更為美好（p1。なお、下線は筆者による）」  

こうした『十二年基本教育課程』の理念を簡約すると、『自発・

インターアクション・共に幸せ』をキーワードにし、学習者を自発
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的で自立的な存在だと見なした上で、学校教育においては学習者が

持つ自己・他者・社会・自然との相互作用を行う能力を導き出しな

がら、応用および実践的な学びができるように手助けをし、学びを

通して、生きる意味を体験させ、社会と自然との持続的な発展に注

力し、そして、お互いがよりよい発展を求めるような人材の育成を

目的とするべきだ、というものである。さらに、『十二年基本教育

課程』において、特に強調している点として、学習者一人一人が持

っている能力を生かし、それを発揮できるような教育と、多文化の

尊重や共生、社会への適応や臨機応変さを備えた学習者の育成を大

きな目標として掲げていることが挙げられる。 

また、各教科においては、この『十二年基本教育課程』に基づい

た指導要領が作成される。そして、教科の指導要領において、その

範囲が比較的に広いのが言語教育領域で、「国語」「郷土（閩南語・

客家語・原住民語）」「新住民語（ベトナム・インドネシア・タイ・

ミャンマー・カンボジア・フィリピン・マレーシアの 7 カ国の公用

語）」「英語」「第二外国語（日本語・ドイツ語・スペイン語・フ

ランス語など）」といった 5 教科の指導要領が作られている。なお、

本来、第二外国語が英語に含まれているので、従来独立した指導要

領がなかったが、新指導要領作成時、第二外国語が独立した科目と

して指導要領が作られている点を考えれば、国際化が進んでいる今

日、台湾政府が、多文化共生や国際行動力の育成において、外国語

人材の育成のうち、英語以外の外国語も欠かせないものであると認

識している表れと言えよう。 

そして、『十二年基本教育課程』のこうした言語教育領域の指導

要領のうち、本論と大きく関連する第二外国語分野≪十二年國民基

本教育課程綱要:語文領域-第二外國語文≫（以下は≪語文領域―第

二外国語≫で示す）の各レベルで提示されている「学習表現」（p5-

10）の項目(以下の図 1 を参照)に目を向けると、行動中心主義

（action-oriented）の中心概念である Can-do statement に基づい

て、各レベルにおいて習得すべき能力が決められていることが分か
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る。そして、当該指導要領における各レベルの能力の区分は、ヨー

ロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference 

for Languages：Learning, teaching, assessment；略称 CEFR）に

基づきデザインされている。例えば、Level-1 の場合、「註：外語表

達能力相當於《欧州共同語文參考架構》(Common European Framework 

of Reference for Languages, CEFR)A1-1 等級之能力」（≪語文領域

-第二外國語文≫p6）という文言が示されている。そして、この CEFR

も、言語使用者がその日常生活において目標言語を使って何ができ

るか、という概念に基づく Can-do statement と同じく、行動中心主

義を援用したものである。 

 
図 1:「十二年國教第二外語語文之學習重點之描述示意圖」の抜粋  

では続いて、≪語文領域-第二外國語文≫の指導要領に CEFR の概

念が参照された理由について考えてみたい。筆者は、大きく「学習

の連続性」「自立した学習者の育成」「複言語・複言語主義」という

三つの観点を考えられる。まず、「学習の連続性」という観点につい

て述べたい。台湾では、1996 学年度から、高校で第二外国語履修プ

ログラムを開始した。しかし、各レベルに関して明確な能力別の基

準が示されず、さらに、中等～高等教育機関間で初中上級の定義が

違うなどの要因により、学習者が中等教育から高等教育に進学する

に際して学習内容の適切な連続性が確保できないなど、教育現場に

おいて混乱が生じた。つまり、中等教育から高等教育へのつながり
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において、「アーティキュレーションの欠如」という問題の存在が指

摘されているのである（羅曉勤 2012、張金塗・黄愛玲・柯乃華・鄭

曉筠 2001、陳山龍・陳淑女 2003、陳山龍・呉致秀 2009）。そして、

曖昧なレベル分けとアーティキュレーションの欠如といった問題を

解消すべく、今回、≪語文領域-第二外國語文≫の指導要領に CEFR

をしたものと考えられる。なぜなら、CERF は図 2 に示すように、言

語能力を 3 レベルに区分した上で、各レベルを 2 段階に分け、到達

すべき各レベルの能力が明確に示されており、学習者の現在のレベ

ルに合わせて教師が学習活動をデザインすることができるようにな

るのである。 

さらに、各レベルの到達すべき能力を明確にすることで、学習者

が次に目指すべき能力を理解

し、自らが学習プランを立てる

ことができるといった、自立的

な学習者の育成にもつながる

と考えられる。つまり、こうし

た要素も、『十二年基本教育課

程』が目指すところに合致する

のである。そして、「複言語・

複文化主義」に基づいた CEFR

が、≪語文領域-第二外國語文

≫の理念と共通しているとい

う点についてである。では、先に CEFR における「複言語・複主義」

について見てみよう。 

Council of Europe の言語学習で、「複言語・複文化主義」の

構想が大きくなってきている。複言語主義で強調しているのは、

以下のようなことである。個々の人の言語体験は、その文化的

背景の中で広がる。家庭内の言語から社会全般での言語、それ

から（学校や大学で学ぶ場合でも、直接的習得にそり）他の民

図 2：CEFR の「全体的な尺度」 

(吉島・大橋ほか(2008)より抜粋)
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族の言語へと広がっていくのである。そこで、新しいコミュニ

ケーション能力が作り上げられるのであるが、その成立には、

すべての言語知識と経験が寄与するし、そこでは、言語同士が

相互の関係を築き、また相互に作用しあっているのである。（省

略）CEFR は国際間コミュニケーションの観点から、アイデンテ

ィティーと文化的多様性への尊重、情報の入手の便利さ、人と

の交流を通して、相互理解を深めることを目的として、これら

の目的を達成するために、言語学習は必然的に一生の課題とな

り、また、国際間で教育機関相互に推進し、言語能力資格を相

互に認定するための基盤を共有すべきである(吉島茂・大橋理枝

ほか 2008：p4-5。なお、下線は筆者による) 

一方、台湾の≪語文領域-第二外國語文≫は、その理念を以下のよ

うに掲げている。 

第二外國語文課程除了強調培養語言溝通能力之外，更應重視

瞭解他國文化與人際關係的運用，重視培養學生兼容並蓄的國際

觀與態度。透過外語學習，培養知識、能力、情意態度的學習，

著重探索與表現、認知與溝通、實踐與應用。課程內容也應涵蓋

學習方法與策略，藉由學生探索自我，發展自學能力，生活實踐

能力，在人際互動之中，培養多元觀點的合作能力，為未來的終

身學習奠定基礎(p1。なお、下線は筆者による) 

上 掲 の ⼆ つ の引用から見れば、いずれも「多文化間の相互関係の

構築・協働（=人際互動之中，培養多元觀點的合作能力）」や「アイ

デンティティーや文化の多様性への尊重 (=學生探索自我，學生兼容

並蓄的國際觀與態度)」が強調されている。そして、CEFR において

は、これらの目標を達成するために、「言語学習は必然的に一生の課

題となり、また、国際間で教育機関相互に推進し、言語能力資格を

相互に認定するための基盤を共有すべきである」との提言を示した。 

以上から考えれば、言語能力レベルを国や地域を超えて共有しよ
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うとする CEFR の概念を、台湾の外国語教育に導入することは、非常

に妥当だと言えよう。ただ、実際の運用や現場において、とても大

きな問題を内包している。それは、≪語文領域-第二外國語文≫では、

各レベルにおいて達成すべき能力記述文や履修時間は示されておら

ず、さらには、履修すべき単語、語句、文型などについて、その量

は提示しているものの、具体的にどのような単語、文型、語句を導

入すべきなどについて明言していないのである。言い換えれば、ど

の単語や文型をどのレベルで教えるかが示されていないわけで、現

場や教師からは、戸惑いの声が多く上がったのは言うまでもなかろ

う。さらに、こうした問題は、レベル内・レベル間の各授業内にお

ける学習内容の不統一につながり、結果として、学期や学年、さら

には学校間や初中高等教育機関間における学習内容の連続性が確保

できないとの指摘が、教師研修の際などによく聞かれる。 

つまり、現場教師は、≪語文領域-第二外國語文≫の理念を受容で

きるが、カリキュラムの構築において、学習内容の明確性や連続性

といった点で、迷いを感じていると言えよう。また、学習トピック

についても、CEFR や、CEFR に基づいて示された「JF スタンダード」

や「外国語学習のめやす」などを参考して定められているが、これ

らを源として設定したトピックが、台湾の日本語学習者に適したも

のであるのかといった懸念もある。そこで、こうした点を踏まえ、

本論は、次章で示すような研究課題を設定し、≪十二年國民基本教

育課程綱要:語文領域-第二外國語文≫における日本語 Level-1 の授

業活動やそのデザインの明確化を目的に論ずるものである。 

 

2. 先行文献および調査課題 

日本および台湾における外国語教育において、CEFR および Can-

do statement に関連した調査文献は、主に、評価あるいは単発の授

業活動の実践を紹介するといったものが多く見られる。では、日本

と台湾における外国語教育の CEFR に関する論について紹介する。 
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2.1 日本の外国語教育における CEFR 関連の研究 

松尾馨・濱田朱美(2006)は、ヨーロッパでの CEFR 公表に伴い作成

された、ドイツ・ベルリン州の中等教育における日本語学習ガイド

ラインを分析し、その結果として、各レベルにおける記述の妥当性

を検証しておらず、今後、他の地域とレベルの解釈に相違が生じる

可能性があると指摘した上で、さらに、ヨーロッパにおける日本語

学習の正式なガイドラインを作成するに際し、どういった漢字・単

語・文型が、またはどのような接触場面と言語管理が、どのレベル

に記述されるべきかや、あるいは日本語教育の制度や現場において、

対象者の年齢や状況・目的に応じて行う変更の可能性をどこまで考

慮に入れるなどが議論されるべきだ、と提言している。そして、こ

うした指摘は、台湾でも同様に存在すると考えられよう。また、能

力基準の必要性やその普及の現状について述べたものとして、栗飯

原美智（2008）、岡崎浩幸・楽山進・井口亮介（2015）などが挙げら

れる。さらに、各論者が所属する大学における日本語学習や外国語

学習を対象にし、言語行動目標の設定や評価項目について分析した

ものも多く見られる。例えば、関崎博記・酒井たか子（2011）、島田

めぐみ・谷部弘子・斎藤純男（2007）、真嶋潤子（2007）などである。

ただ、トピックの分析を主体としたもので、トピックに適した学習

内容（例えば、日常生活場面やその場面に合致する単語や文型など

は何か）について言及したものは多くないのが実情である。 

2.2 台湾の外国語教育における CEFR 関連の研究 

台湾の外国語教育において、CEFR の可能性や実践活動を論じる場

合で比較的に頻繁に取り上げられるものとして、外国語としての中

国語教育である。例えば、陳麗宇(2010、2011)、林于弘・黃雅英(2010)、

徐昌火(2012)、胡瑞雪(2013)、蔡雅薫(2008、2012)などがある。こ

のうち、陳麗宇(2010、2011)や林于弘・黃雅英(2010)などは、CEFR

の教材編さん概念に基づいて市販の教材を分析することにより、市

販教材の不足点を明らかにしつつ、今後の教材編さんに提言すると

いったものである。また、胡瑞雪(2013)や蔡雅薫(2008、2012)など
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は、CEFR の概念に基づいて既存の学習内容を検討した上で、新しい

教材や教室活動をデザインし、その実践結果を発表するといったも

のである。ただ、いずれの論も、トピックや教室活動は単一のもの

を対象としており、能力レベル間や異なる教室における学習内容の

連続性についての検証が欠けているといった問題が残されている。 

一方、日本語教育に関連するものであるが、まず、台湾の日本語

教育における CEFR の適切性について最も早期に論じたのは、筆者

の管見においては周素貞(2009)である。その後、CEFR の能力記述に

基づいて、評価項目を開発するようなものとして、工藤節子（2011a、

2014、2015a、2015b）、黃鈺涵(2015)、陳姿菁(2016)などが見られる。

そして、CEFR に基づいて開発された JF スタンダードを導入した授

業の実践活動の紹介として、工藤節子(2011b) 、羅素娟(2012)があ

る。さらに、学習者のフィードバックから CEFR 導入の可能性につい

て模索した、内田さくら(2014)、周欣佳(2015a、2015b)、陳淑娟・

林益泓・廖育卿・宮地映史・池田晶子（2015）などが挙げられよう。 

また、本論と同じく、学習内容の検討をテーマとし、行動中心主

義の主要概念である Can-do statement の概念に立ち戻り、台湾に

おける日本語学習者の日本語使用場面について明らかにしていく必

要性について論じたものとして、教師の経験値についてアンケート

調査を行った陳淑娟ほか（2013）と、台湾北部に所在する高校の在

籍者を対象としてオープンクエスチョン形式のアンケート調査を行

った黄聖文ら（2017）などがある。ただ、陳淑娟ほか（2013）は、

教師の経験値だけでアンケートを作成しており、妥当性や信頼性と

いう点から考えるにおいて、学習者自身の当事者的な視点が欠けて

いると考えられる。また、黄聖文ら（2017）は、北部の一高校を対

象とした限定的な調査であり、調査結果の信頼性について再検討す

る余地があると考えられる上、質問項目についても「日常生活でよ

く出会う日本語場面を書き出してください」や「将来日本語で何を

したいですか」という内容で示される部分もあるなど、質問の提示

が曖昧な上に言語行動を含む日本語使用場面が示されておらず、回
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答として、アニメ、漫画、小説、日本の食べ物、音楽などといった、

リソースの描写が多く見受けられたなどの結果となった。 

2.3 調査課題 

本論では、上述したような問題点および先行研究の検討から、以

下のような三つの課題を設定することとした。 

①各レベル内での習得すべき能力が、行動中心主義の主要概念であ

る Can-do statement に基づいて決められていることを踏まえ、

日 常 生 活 に お い て 日 本 語 で 何 が で き る の か と い っ た Can-do 

statement の概念に立ち戻り、まずは、台湾における日本語学習

者の日本語使用場面について明らかにする。 

②明らかにされた日本語使用場面が、どのような学習トピック1と関

連しているかを明確にし、≪語文領域-第二外國語文≫の現在の内

容について検討する。 

③上掲の二つの課題に基づき、中等教育機関における選択科目の学

習時間に適合し、かつ、学期において連続性が保たれた Level-1

の日本語教材内容を提案する。 

 

3. 調査および分析方法 

3.1 台湾中等教育における日本語学習者の使用場面に関する調査 

3.1.1 アンケート作成について 

本論調査では、まず、日本語学習者の使用場面に関する先行研究

において不足していたと考えられる、当事者視点や言語行動に含ま

れない学習リソースの描写などといった問題の解消を念頭においた。

そこで、調査の地域的利便性や制約を考慮し、まずは、筆者の居住・

勤務地である台湾北部を調査範囲とし、そのエリア（台北市、桃園

市）に所在する高校に在籍し、そこで日本語を勉強している高校生

                         
1 當作靖彦・中野佳代子（2013）は、能力基準の作成に当たっては、学習者にと

って意味のある、そして、内容を伴ったコミュニケーション行動であること

を重視するといった立場から、学習者の興味・関心に根差した身近な話題や

発達年齢に即した話題であることが重要だとし、学習者の関心を喚起したり

視野を広げたりするためのものだ、としており、ここで言う学習トピックと

は、実際には「話題」を指しているものとも言えよう。 
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計 16 人（台北市 12 人、桃園市 4 人）を対象に、グループインタビ

ューを行った。インタビューは、半構造形式によるもので、主に、

現在の日本語使用場面と、日本語使用者としての将来の自分を思い

描いてもらい日本語で何ができるようになりたいか、ということを

聞いてみた。また、インタビューにおいては、日本語で何をしてい

るのかや、何をしたいのかといった、いわゆる言語行動をできるだ

け引き出すことを心掛けた。そして、こうして得たインタビューの

結果から、場面やリソースなどを含む言語行動のような描写を抽出

した。例えば、「日本語の漫画を読みたい」「ゲームで日本語のセリ

フをよく見る」などのようなものである。また、「日本語ができたら

独りで日本を旅行したい」などといった曖昧な内容が出てきた場合、

「日本を旅行するときには、どんなことをしたいか」といったよう

な質問をして、より具体的な言語使用場面が述べられるように工夫

をした。その後、本論のアンケート調査の回答結果を加味し、陳淑

娟ほか（2013）などのアンケートについて、その質問項目を改定し

た。その結果、元のアンケートで 80 ほどあった項目が 40 項目に再

編され、その後、その内容について、高校で日本語を教えている 3

人の現役教師に確認してもらい、そのコメントに基づいて、修正を

行い、付録資料として添付したようなアンケート調査用紙を作成し

た。 

3.1.2 アンケートの実施 

アンケートは、台湾に在住する高校生で、第二外国語として日本

語を選択科目もしくは部活動として履修している者を対象に、2018

年 2 月～同年 5 月に実施した。なお、実施に際しては、対象者を台

湾全土に分散したいと考え、協力してもらえそうな高校の日本語教

師に幅広く声を掛けた。その結果、800 部のアンケートを配布でき、

その後 712 部が回収され、うち、有効な回答が得られたものが 697

部であった。 

3.2 台湾中等教育における日本語学習のトピックに関する分析 

先にも示したが、當作靖彦・中野佳代子（2013）は、言語学習が
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学習者にとって意味があり、かつ、内容を伴ったコミュニケーショ

ン行動であることを重視する立場から、能力基準の作成に際しては、

学習者の興味や関心に根差した身近な話題や発達年齢に即した話題、

さらには、学習者の関心を喚起したり視野を広げたりするための話

題が必要だ、としている。そして、こうした点について、≪語文領

域-第二外國語文≫においては、「学習主題（学習トピック）」とし

て記されている。つまり、日本語使用場面を学習トピックごとに分

けて考えていく必要があると考えられるのである。そこで、本論で

は、3.1 で示したアンケート調査の結果で明らかになった「台湾中

等教育における日本語学習者の日本語使用（将来使用可能）の場面」

に基づき、≪語文領域-第二外國語文≫で提言された「学習トピック」

との関連性を検討する。なお、結果として示されたリソースや言語

活動が、どのようなトピックに属しているのか分類については、筆

者の他、研究協力者である高校の日本語教師 3 人の協力を得ながら

行った。そして、こうして得られた調査結果と≪語文領域-第二外國

語文≫で提言された各レベルの「学習トピック」との整合などにつ

いて検証を行う。 

3.3 台湾中等教育における日本語 Level-1 の学習内容の構築 

さらに本論では、3.2 で明らかになった学習トピックが、今後の

台湾中等教育における日本語学習の指導に応用できるように、『十二

年 基 本 教 育 課 程 :語 文 領 域 ― 第 二 外 国 語 文 』 に お い て 示 さ れ た

Level-1 の能力の記述に基づき、その学習内容の方向性構築を試み

る。 

 

4. 分析結果および考察 

4.1 アンケートの結果に基づいた≪語文領域-第二外國語文≫学

習トピックの検証 

まず、先に示した本論の課題①である、台湾中等教育における日

本語学習者の日本語使用場面を明らかにすべく、当事者の視点を導

入したアンケートを作成しての調査を実施した。この際、前述した
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ように、言語学習が、学習者にとって意味があり内容を伴ったコミ

ュニケーション行動であることを重視するといった立場から、学習

内容には、それに応じた話題を組み込むことが必要だと言われてい

る。そして、こうした点を踏まえ、当事者視点を導入したアンケー

トによって得られた日本語使用場面と≪語文領域-第二外國語文≫

の学習トピックとの関連について検証した結果、以下の表 1 のよう

なものとなった。 

表 1：学習トピックとアンケートで得られた使用場面との関連性 

トピック 場面数 トピック 場面数

趣味とレジャー 10 交通と旅行 10 

買い物 5 人間関係 4 

自分と家族 2 日常生活 2 

あいさつ 1 学校生活 1 

食べ物 1 行事 1 

社会習慣 1 言語と文化 1 

地域と国際 1 家庭生活 0 

健康 0 科学技術 0 

仕事と職業 0 コミュニケーション 

ストラテジー 
0 

自然と環境 0 

上掲の表 1 から見れば、当事者視点を導入したアンケートによっ

て得られた項目で多いものとして、「趣味とレジャー」「交通と旅

行」といったトピックが上位に位置し、次いで「買い物」や「人間

関係」が、さらに「自分と家族」「日常生活」や「あいさつ」「学

校生活」「食べ物」「行事」「社会習慣」「言語と文化」「地域と

国際」が続く。一方「家庭生活」「健康」「科学技術」「仕事と職

業」「自然と環境」「コミュニケーションストラテジー」といった

トピックは、アンケートの結果で示されることはなかった。 

そして、当事者視点のアンケートで得られたトピックと≪語文領

域-第二外國語文≫が示す各レベルで取り扱う学習トピックとを整

理すると、以下の表 2 のようになる。なお、表中の項目のうち、二

重下線のものは、当事者視点のアンケートでは示されなかったもの、
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四角で囲った太字のものは、当事者視点調査で頻繁に出現したもの

である。 

表 2：各レベルで取り扱う学習トピック2 

トピック 
Level-

1 

Level-

2 

Level-

3 

Level-

4 

あいさつ 〇    

自分と家族 〇    

日常生活 〇 〇   

学校生活 〇 〇   

コミュニケーションストラテジー 〇 〇 〇 〇 

行事 〇  〇 〇 

食べ物  〇   

買い物  〇 〇  

家庭生活  〇 〇  

健康   〇  

趣味とレジャー   〇 〇 

交通と旅行   〇 〇 

人間関係    〇 

社会習慣    〇 

言語と文化    〇 

科学技術    〇 

地域と国際     

仕事と職業     

自然と環境     

上掲の表 2 から見れば、当事者視点を取り入れた調査で示された

学習トピックと、≪語文領域-第二外國語文≫が示す各レベルで取り

扱う学習トピックには、相応の乖離があることが分かる。そして、

その中でも、最も検討されるべき学習トピックは、「コミュニケー

ションストラテジー」だと筆者は考える。なぜなら、学習トピック

を Can-do statement の概念に基づいて考えるにおいては、當作靖

彦・中野佳代子（2013）が述べるように、学習者にとって身近な話

                         
2 表 2 は≪語文領域 -第二外國語文≫（p.12-14）に基づき、筆者が再編集した

ものである。 
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題や有意義な話題にすべきことは明白であろうが、「コミュニケーシ

ョンストラテジー」は言語行動の一つであり、話題(トピック)では

ないことから考えれば、「コミュニケーションストラテジー」と話題

性の強い学習トピックとを同じように取り扱うにおいて、再検討す

る余地があると考えられるからである。なお、最後の課題である、

アンケート調査で明らかになった使用頻度や接触頻度の高い学習ト

ピックを、Level-１の能力記述文に基づいて、学習内容としていか

に成立させていくのかについては、後の 4.4 に示すこととする。 

4.2 台湾中等教育における日本語学習に関する背景の分析結果 

では、論を先に進める前に、ここでいったん、台湾の中等教育に

おける日本語学習の現状や背景を把握すべく、本論アンケート調査

での回答者(協力者)などについて述べることとする。まず、アンケ

ート調査の有効回答 697 の構成として、男女比は、男性 46％、女性

54％で、女性がやや多いものの、顕著な差はないと言えよう。一方、

アンケート調査では、調査時において日本語を履修している者を対

象としたが、その構成を学年別で検討した場合、高校 1 年生が 80％、

高校 2 年生が 20％、高校 3 年生が 0％であった。これは、中等教育

においては、日本語は選択科目か部活動の一環として開講すること

が多いため、大学入試を控えた高校 3 年生にとって、日本語学習が

積極的な選択肢ではないといった現状がうかがえるものであろう。 

次に、日本語に限定せず、日本のモノやコトへの接触した状況に

ついてである。まず、日本のモノやコトに接触し始めた時期として

は、以下の図 3 に示すように、小学校の低学年までで半数を超えて

いる。 

つまり、台湾の

日常生活には、

日本に関連した

ものが多く存在

しているのであ

る。 

図 3：日本のモノやコトに接触を開始した時期
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では次に、同じく日本語で表現されているか否かを問わず、始め

て接触した日本関連のリソースは何かについてまとめたものを、以

下に図 4 として提示す

る。 

そして、図 4 から見

れば、初めて接したリ

ソースは、やはり日本

のアニメが 42％と、多

勢 を 占 め て い る こ と

が分かる。これは、日

本の、いわゆるサブカルの強みや浸透性を物語るものであろう。 

では続いて、先に示した結果に関連して、関わったモノやコトを

日本語に限定した場合の、接触開始時期やどのようなリソースなの

かについて分析したものを、以下にそれぞれ図 5、6 として示す。 

図 5：日本語への接触を 

開始した時期 

図 6：初めて接した 

日本語のリソース 

上に示した二つの図から見れば、台湾の高校で日本語を学ぶ台湾

人学習者の多くは、小学校前後で初めて日本語に接する機会を得て

いることや、そのリソースとして、中国語字幕付きの番組やゲーム

といった、サブカルチャーに関連するものが主流であることが分か

る。また、高速かつ安価な移動手段が普及した今日、台湾人にとっ

て日本がより身近な存在となり、旅行などを機会に日本語に接した

り、日本人と何らかの関わりを持ったりすることも少なくないよう

である。そして、こうした状況を考えると、台湾の日本語学習リソ

図 4：初めて接した日本関連のリソース
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ースが比較的に豊富だと言えるであろう。 

4.3 台湾中等教育における日本語学習者の日本語使用場面につい

て 

続いて、本論の課題の一つである、台湾中等教育における日本語

学習者の日本語使用の場面や接触について述べる。まず、日本語使

用や接触場面についての結果を図 7、学習者が予測する将来的な日

本語使用場面についての結果を図 8 で提示する。 

 

図 7：日本語使用や日本語接触場面の頻度 

 

図 8：学習者が予測する将来的な日本語使用場面 

まず、図 7 から見ると、台湾の中等教育における日本語学習者が、

日本語の使用や接触する場面として最も多いのは、「趣味と休暇」に
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関するものであり、次いで「交通と旅行」や「買い物」が続くとと

もに、「行事」といったトピックも関連していることが分かる。そし

て、学習者が日本語を使用したり接触したりする頻度が多いこれら

のトピックは、学習内容に積極的に導入すべきだと、ここで提言し

たい。 

また、図 8 から見れば、日本語使用者として学習者が、将来、ど

のような場面で日本語を使おう、使いたいと考えているのかについ

ては、「アニメ・漫画への理解」「日本語の歌」「自分の趣味の紹介」

などの「趣味と休暇」といったトピックが比較的に多く、次いで「簡

単な日本語でのあいさつ」「日本語でのチャットルームの利用」「日

本語によるカードやメールのやり取り」などの「人間関係」といっ

たトピックが続く。また、「日本語の標識を読む」「個人旅行のため

のガイドブックの理解」「観光スポットの説明案内」「日本物産展覧

会の見学・参加」「日本語による書類の記入」などといった「交通と

旅行」に関するものもや、「簡単な日本語で自己紹介」「簡単な日本

語で家族紹介」などといった「自分と家族」のに関連した学習動機

も見られた。では、続いて、ここまでに示した調査結果に基づき、

連続性のある日本語 Level-1 の教材について述べたいと思う。 

4.4 連続性のある日本語 Level-1 の学習内容の提案 

では、本論の目的である、連続性のある日本語 Level-1 の教材内

容について述べることとするが、その前にまず、台湾の中等教育に

おける日本語授業の状況について示したい。選択科目として日本語

授業は、週に 1～2 時間程度のケースが多い。また、一つの学期でお

おむね 20 週の授業があるが、校内の統一学科テストにうち 3 週ほ

ど費やされることとなる。そして、日本語という科目は、進学に際

して重要視される科目でないことから、統一学科テスト前の何週か

は、日本語の授業時間は他の科目の授業に振り分けられることがあ

るため、一つの学期における授業週数は 14 週間となる。ここでは、

学期の授業数 14 週（=14 時間）といった時間的制約を前提として、

連続性のある学習内容を提案してみたいと思う。 
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ではまず、学習内容を提示する前に、≪語文領域-第二外國語文≫

で記されている Level-1 の能力記述文を確認すべく、整理したもの

を以下に表 3 として提示する。 

表 3:Level-1 に関する能力記述文 

レベル別の能力基準記述文  学習表現  

在日常生活中培養簡單的第二外國語文

基本溝通能力，能理解並運用非常基礎

的簡短語句，在有所準備下能回應關於

自己身邊事務。 

‧在自己準備的範圍內，若有對方的協

助，能使用非常基礎的語句對應。 (互

動) 

‧對自己身邊事務，可以用簡短的語句

表達。(表達) 

‧經常聽聞的語句中，能了解極基本的

部分。(理解) 

【註：外語表達能力相當於歐洲語言學

習、教學、評量共同參考架構(Common
European Framework of Reference for 
Language, CEFR)A1-1等級之能力】 

聽：能聽辨不同字母的發音

並聽懂習得的詞語 

說:能使用習得的簡單用語 

讀 :能 正 確 指 認 並 讀 出 相 應

發音 

寫 :能 正 確 摹 寫 字 母 及 習 得

的詞彙 

綜 合 應 用 能 力 :能 應 用 習 得

的詞語與他人互動 

日常生活で簡単な第二外国語のコミュ

ニケーション能力を持ち、非常に基礎

的で短い語句を使って、準備した状態

で、自分の身近なことに関して応答で

きる。 

・自分が準備の範囲内で、相手の協力

があれば、非常に基礎的な語句でやり

取りができる（インターアクション）

・身近なこと・ものをとても短い語句

で表現することができる（表現） 

・よく聞きなれた語句なら、とても基

本的な部分を理解することができる。

『注：この外国語伝達能力はCEFRのA1-

1に相当する』  

聞く：単音を聞き分けるこ

とができ、そして、習得

の語彙・語句を聞いて分

かる 

話す：取得した簡単な用語

が使える 

読む：単音表記を見て発音

することができる 

書く：単音表記や取得した

語 彙 を 書 き 出 す こ と が

できる 

総合応用能力：取得した語

彙 や 語 句 を 使 っ て 他 人

と 簡 単 な や り 取 り が で

きる 

上掲の表 3 から見れば、Level-1 においては、四技能のいずれに

おいても、「仮名の習得」が最も重視されているのが分かろう。しか

し、ここまで述べてきたように、「仮名」を単に暗記して覚えるので

はなく、日常生活における使用場面と「仮名習得」とを、いかに結
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び付けているかが重要である。そこで先に示した課題①と課題②と

に着目することで明らかになった日本語使用（可能）場面と、学習

トピックや能力記述文の意図するところを踏まえつつ、14 時間(週)

といった限られた授業時間で到達できようと思われる Level-1 の学

習目標として、以下の表 4 のようなものを提示する。 

表 4:Level-1 の学習目標および学習内容 

学習トピック Level-1 の Can-do 記述文 

言語と文化 日本の文字（平仮名・片仮名）の歴史や形成を、中

華文化と関連させて理解し、推測することができる

自分と家族 
自分に関することを簡単な日本語で紹介することが

できる（自分の名前や所属などを言ったり仮名表記

で書いたりすることができる）

人間関係 
自分の言語における日常生活上のあいさつ用語を、

SNS でなどを通じて、仮名表記で、しかも日本語訳を

付けて日本人に紹介することができる

趣味と休暇 
簡単な語句で自分の興味があるものを日本語で発信

したり、漢字があるものについて、中国語の発音を

日本語表記で発信したりすることができる 
表 4 を見て分かるように、ここで提案する Level-1 の学習トピック

は、本論の課題①と課題②とに取り組んだことにより導き出された

結果である。そして、Level-1 の能力基準記述文から分かるように、

当該 Level では「仮名」の習得が重要な学習目標となっている。そ

こで、学習の各トピックにおける Can-do 記述文として、「仮名」の

習得とともに、「A は B で C です」というような簡単な文型で、自身

の考えや思いを表現することができるものとした。なお、本論での

提案は、ごく限られた範囲にとどまるものである。ただ、こうした

提案が、『十二年基本教育課程』の実施に際して、台湾の中等教育現

場において日本語教育に携わっておられる諸氏の一助となれば幸い

である。 

 

5. まとめおよび今後の課題 

本論は、学習の当事者からの視点によって、台湾の中等教育にお

ける日本語学習者の日本語使用や使用可能な場面を明らかにした上
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で、『十二年基本教育課程』実施を念頭に、≪語文領域-第二外國語

文≫を踏まえ、Level-1 における連続性のある学習内容の提案を行

ったものである。そして、こうした手法によって示された学習内容

について、相応の成果につながるものであれば、今後において、

Level2～4 までの学習トピックや、学習内容に関する記述文を作成

したり、各学習内容で提示可能な文型や語句などを検討したりする

ことなどと合わせて、作り上げた学習内容について現場からのフィ

ードバックを得て、その実現性や有用性などについてさらに検討し

たいと考える次第である。 
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付録資料  
問卷說明 : 

 各位同學，您們好 !我是銘傳大學應日系的老師羅曉勤。為配合 108 年的課綱

中，導入台灣第一份第二外語領綱，將來在國高中的正式課程中，可以學到第

二外語的機會大幅增加。因此，我們想依據領綱，設計出一套更符合台灣高中

生生活的日語學習教材。為了讓日語學習能更貼近現今高中生的日常生活，我

們十分須要你們的幫忙與協助 ! 

問卷內容分為三大部份 (個人資料 -第一次與日文近距離接觸 -日常生活中出現

或想學習日文場面 )；整份問卷約須 10 分鍾。  

感謝大家百忙之中的撥冗回覆 ,我們會盡力制定出優良的日語學習教材 !! 

第一部份：個人資料 

1.您的學校:＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

2.您的年級：□高一   □高二   □高三 

3.您的性別： □男  □女 

第二部份:有關在學習日語之前,第一次看到或聽到日本或日文的情況 

1. 何時開始接觸到日本的事物(不限定日語;中文版的也行) 

□幼稚園前  □幼稚園  □小學(低年級)  □小學(低年級)   

□小學(中年級)  □小學(高年級)  □國中   □高中 

2. 承上題:接觸到的事物為? 注意可以複選, 

以下事物接觸時不限定日文;中文版的也行,如:柯南的中文版 

□日本卡通影片(動漫)  □日本漫畫  □日本連續劇  □日文歌 

□介紹日本事情的相關文章:請告知，文章刊戴出處 

:_____________________________ 

□小說  □日本人  □其它：（請幫忙填入） 

:___________________________ 

3. 有關於 您第一次看到或聽到＂日文＂的體驗 

3.1 接觸到日文的時期:  

□幼稚園前  □幼稚園  □小學(低年級)  □小學(低年級)   

□小學(中年級)  □小學(高年級)  □國中  □高中 

3.2 當時是在什麼樣的情況下,接觸到日文 

□跟家人或朋友的日本旅遊  □參加學校的教育旅行 

□家中有會話日語的人(包含有日本人的親戚) 

□看日本的網站無中文翻譯的：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（網站名） 

□日本高中來訪時的交流時間  □在街上碰到來台的日本人   

□玩遊戲時的日文 

□看附有中文翻譯字幕但日語發音的影片或節目: 

請告知其影響力或節目之名:________ 

□其它：__________________________ 

第三部份:在現在的日常生活中看到或聽到日文使用場面的頻率暨各個場面的日

語學習動機 

接下來將針對以下的日語使用場面，進行二方面的調查;一為請問您的日語生

活中,接觸以下的日語生活場面的頻率為何? 0 為不曾出現~4 常常出現;另一

部份則是您是否想學學會以下這些日語使用場面 0 為不想~4 超想; 
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日語使用場面 

接 觸 到 的 日 語 生 活 場 面 的

頻率;不須要管您是否會日

語(4 常常出現~1 為不曾出

現) 

4-----3-----2-----1 

常常  有時  很少  不曾

您 是 否 想 學 會 以 下 這 些 日

語使用場面(4 超想 1~為不

想) 

4-----3-----2-----1 

超想   想  不太想 不想

1.看日文歌詞 4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

2 .看 日 文 版 的 旅 遊 書

(為了自由行) 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 .看 介 紹 日 本 文 化 社

会相關的日語書籍 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

4 .看日文動漫 4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

5.看日文漫畫 4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

6.利用網路看日劇 4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

7 .利 用 網 路 看 日 本 的

新聞 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

8 .使 用 日 本 歌 手 的 官

方網頁 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

9.看日本食譜 4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 0 .看 日 本 產 品 的 使 用

說明書 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 1 .看 日 本 線 上 遊 戲 的

指示 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 2 .看 日 本 商 品 的 平 面

廣告 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 3 .看 日 本 商 品 的 影 像

廣告 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 4 .參 觀 在 日 本 地 方 物

產展 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 5 .參 觀 日 本 文 化 或 次

文化展覽 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 6 .利 用 日 本 的 網 路 購

物 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 7 .利 用 日 本 的 網 頁 進

行搜尋 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 8 .看 日 本 的 影 片 分 享

網站（ニコニコ動畫、

youtube 等） 

4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

1 9 .利 用 網 路 看 日 本 歌

唱綜藝節目 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

20.利用日文的聊天室 4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

2 1 .看 觀 光 區 的 日 語 介

紹 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

2 2 .用 日 文 寫 卡 片 寄 到

日本 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

接下頁,剩一頁啦,,謝謝您們,一起努力!!! 

2 3 .填 寫 日 文 表 格 ,如 :

出入境卡 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

24.日文的 facebook、I

G 等社交網路社群留

言或 PO 文 

4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 
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2 5 .使 用 簡 單 的 日 語 詢

問商品價格 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

2 6 .使 用 簡 單 的 日 文 問

路 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

2 7 .使 用 簡 單 的 日 文 點

菜 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

28.去日本（研修）旅行

時，與寄宿家庭交談 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

2 9 .使 用 簡 單 的 日 語 自

我介紹 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 0 .使 用 日 文 和 別 人 打

招呼 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 1 .使 用 簡 單 日 文 介 紹

自己的家人 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 2 .使 用 簡 單 日 文 分 享

並介紹自己的喜好 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 3 .使 用 簡 單 日 文 介 紹

自己所處的環境(如 :

家或學校) 

4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 4 .使 用 簡 單 日 文 介 紹

台灣高中生的一天 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

35.看得懂日文看板 4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 6 . 看 得 懂 日 語 標 示 ,

如 :觀 光 區 的 警 告 或

注意的指示牌等 

4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 7 .能 自 行 操 作 自 動 購

票機購票 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 8 .聽 飛 機 上 ／ 電 車 ／

巴士的日文廣播 
4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

3 9 .利 用 日 本 網 路 預 約

赴日旅遊時的行程所

須;如:飯店、門票、車

票 

4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

4 0 .認 識 日 本 主 要 的 節

慶習俗並和台灣類似

的進行比較 

4-----3-----2-----1 4-----3-----2-----1 

問卷到此結束，感謝您的大力協助! 

 

＜ 付 記 ＞ 本 論 は 、 2018 年 『  Venezia 2018 International 

Conference on Japanese Language Education  』において口頭発

表を行った内容に、加筆と修正を行ったもので、台湾科学技術部 106

年度の研究補助（MOST106-2410-H-130-029-）を得て行うものである。 
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